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１．緒言
　助産行為に関わる医療職のうち助産師は，母子の
生命を預かる大変重要な役割を担っている．近年，
看護基礎教育は専門学校から大学に移行しつつある．
助産師養成を行っている多くの大学では，学生が4
年間のうちに看護師・保健師・助産師の３つの国家
試験に必要な科目を履修するため助産専門科目を履
修する期間は短い．また，助産学実習において，10
例の分娩介助を経験することは最低限必要とされる
単位修得要件であるが，実習期間も十分には確保で
きない現状にある．助産師国家試験を受験する多く

の大学生が分娩介助技術への不安が残る状態で卒業
していく．大学の教育課程での助産師養成にかける
時間も内容も制限される中では，分娩介助技術の習
得に関しても，自己学習が重要な意義をもつと考え
た．
　看護基礎教育における自己学習教材としてCAI

（Computer Assisted Instruction以下CAI）および
e-learningが注目されつつある1)2)。CAIはコンピュ
ーターを用いた教育・学習を意味し，e-learningは
広義にはCAIに含まれるが，CAIのうちインターネ
ットを利用した教育・学習であると定義づけられて
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Abstract

　Recently, computer-assisted instruction and e-learning have gotten attention in education of university but there is no practice in 
school of nursing.　The purpose of this study is to develop a computer-assisted instruction and e-learning for practice of conduct of 
labor on midwifery education and usability assessment of it.　The subjects are four midwifery students who intended learn 
specialized fi eld in one of the nursing University.　Five subjects with using computer-assisted instruction and e-learning and Five 
subjects with not using computer-assisted instruction and e-learning but reading of the paper which described about conduct of labor 
were studied in randomized.　Two groups were compared between achievements of the technique after self-learning.　The results of 
the comparison showed the item that “How to disinfect the Vulva ”（Z=－2.494，P=0.029）,“setting of sterile fi eld”（t=－2.390，
P=0.028）,“Total score”（Z=－2.192，P=0.042） in procedure of conduct of labor signifi cant diff erences between two groups.　There 
are no signifi cant diff erences another item of in it.　Self-learning system like a computer-assisted instruction and e-leaning get practice 
when and where one can.　Those have benefi t for a part of technical learning in procedure of conduct of labor.

抄録

　近年，大学教育の中で自己学習教材としてのCAIやe-learningが注目されているが，看護大学における助産師教育の中での活用例はほ

とんどない．本研究は，大学における助産師教育の中で重要な技術でもある分娩介助手順習得のためのCAI教材およびe-learning教材を
開発し，その有用性を検証することを目的とした．対象は地方の１公立大学に在学中の助産師国家試験受験科目を履修することになった
学生９人とした．対象を助産技術学の講義や演習が開始する前に独自に開発した分娩介助手順に関するCAI教材およびe-learning教材で
の自己学習を行う実験群と電子媒体を使用しない自己学習を行うコントロール群にランダム割り付けし，自己学習後に分娩介助手順の技
術評価を行い２群で比較した．「清潔野作成」（t=－2.390，P=0.028），「外陰部消毒」（Z=－2.089，P=0.043），総合計点（t=－2.192，
P=0.042）で２群に有意差を認めた．CAIおよびe-learningを使用した自己学習は，時間や場所を選ばす実技場面を繰り返し見ることがで
きることから，分娩介助手順の一部の技術習得については可能になることが推察された．
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いる3)．これら電子媒体の自己学習システムは、パ
ソコンやインターネットが利用できる環境下にあれ
ば学習の時間帯や場所を選ばず学習者の個別のスタ
イルにあわせて学習が可能であるが，看護大学にお
けるe-learningを活用した教育例はほとんどない1)。
周産期領域におけるCAI教材やe-learningシステム
の開発に関しては、沐浴技術4)5)6)や新生児のバイタ
ルサインの測定技術の習得を目的としたもの7)が報
告されており，電子媒体を利用した学習システムに
より個々の学生のペースで自己学習でき，技術習得
に有用であることが示唆されているが，助産学領域
におけるCAIやe-learningの利用に関しての報告は
なく，母性看護学の範囲での分娩見学に際して事前
オリエンテーション用にe-learningを使用した例8)が
あるのみで，助産技術習得にCAIやe-learningを利
用した研究は見あたらない．分娩介助実習では，助
産行為を含めた侵襲を及ぼす行為を受け持ち事例に
行うため失敗は許されない．CAIやe-learningは、
学生が思い立ったときにいつでも実際の場面を疑似
体験しながら学習できるという学習スタイルをとる
ことができ，分娩介助技術習得に有用であると考え
る．
　大学における助産師養成課程の学生の分娩介助手
順技術習得については授業時間や期間に余裕が十分
にないことからその習得については自己学習に頼る
ところが大きい．本研究は，学生の個々のペースに
あわせ，場所や時間の制約を気にすることなく何度
でも繰り返し自己学習が可能になる分娩介助技術教
育におけるCAIやe-learningのコンテンツを開発し，
その有用性を検証することを目的とする．

２．方法
１）対象
　地方の１公立大学に在学中の学生で平成19年度及
び平成20年度に助産師国家試験受験科目を履修する
ことになった大学生10人（平成19年度履修生４人，
平成20年度履修生６人）を対象とした．
２）実験の方法と期間
　分娩介助手順の講義・演習が開始される前に実験
を行う事で，講義・演習科目受講による知識や技術
の習得といったバイアスを除去した．
　対象の10人をランダム割り付けし，実験群５人と
コントロール群５人に分けた．実験群は研究者が開
発した分娩介助手順CAI教材と分娩介助に関する知

識を盛り込んだコンテンツで構成したe-learning教
材を一日一回以上学習してもらい５日間継続して自
己学習する．コントロール群は分娩介助手順を記入
した用紙をもとに１日１回以上学習する．実験群お
よびコントロール群ともに５日間継続して自己学習
する．
３）CAIおよびe-learningコンテンツの開発
①ＣＤ教材の作成
　山口県立大学看護学部で作成している分娩介助手
順を用いて実際に研究者が手順通りに行動する様子
をビデオ収録した．「器械設備の点検」、「必要物品
を揃える」、「清潔野作成」は映像が主で詳しい解説
をつけていない．「外陰部消毒」は助産学領域では
じめて行う技術でもあり、画像中に詳しい解説を入
れた．CD教材には音声はなく，画像に説明文を挿
入し画像の解説をした．
②e-learning教材の作成
　e-learning教材は，大学の教員用のホームページ
に助産技術学に関する知識を修得することを目的と
したコンテンツを設けた．分娩介助に必要な基礎知
識として，分娩の定義，分娩三要素，分娩の種類，
分娩機転についてのページと分娩介助手順すべてを
記載したページを設けた．また分娩介助手順は重要
な点をQ＆A方式にして確実に知識が習得できるよ
うな構成にした（http://nskido.ypu.jp/）．
４）評価方法
　実験群とコントロール群で自己学習をそれぞれ５
日間実施した後に分娩介助技術チェックリストにそ
って介助手順の習得度の技術評価を行った．分娩介
助チェックリスト（表１）は、分娩介助手順の項目
のうち「器械設備の点検」４項目（酸素・吸引器・
分娩監視装置・分娩台），「必要物品を揃える」９項
目（分娩セット・ベースン・滅菌ガウン・滅菌手袋・
臍クリップ・カテーテル・シーツセット・お産セッ
ト・綿球類），「清潔野作成」３項目（シーツの敷き
込み・清潔操作・物品の配置），ガウンテクニック，
滅菌手袋の装着，「外陰部消毒」３項目（湯温の確認・
手順通りの洗浄・手順通りに乾拭）、肛門保護開始
時に正しい位置に手を置くことができる，会陰保護
開始時に正しい位置に手をおくことが出来るかを評
価するものである．分娩進行をみながら分娩介助を
行う項目は，助産診断学および助産診断技術学の履
修が必須であると考え評価項目から省いた（肛門保
護開始時に正しい位置に手を置くことができる，会
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陰保護開始時に正しい位置に手をおくことが出来る
か）．分娩介助手順21項目（２項目は省く）につい
て研究者１人の視点からの評価による主観を排除す
る意味で研究者２人が対象者の介助手順の習得度の
技術評価を別々に行った．対象者が手順通りに出来
た場合には１点、できなかった場合は０点とした。

「器械設備の点検」、「必要物品を揃える」、「清潔野
作成」、「外陰部消毒」については個別に評価点の合
計を出した。また、すべての項目の総合計点を出し
た．さらに分娩介助手順を実際に行った際の所要時
間を測定した．
５）分析方法
　実験群とコントロール群で分娩介助手順の評価点
および所要時間に差があるかを比較検討する．2群

のデータの正規性を確認し２群の差の検定にはt検
定及びMann-Whitney　U検定を行った。また、ク
ロス集計したものはχ２検定，Fisherの直接法を用
いて検定を行った．統計解析にはSPSS for Win-
dows Ver16.0を使用し，すべての有意水準は５％
とした．
６）倫理的配慮
　対象者には今回の実験結果が実際の助産学科目履
修とは関係はなく，実験に参加した場合の技術評価
は，助産学科目の単位習得への影響はないことを説
明した．その後，実験の目的と方法を説明し文書に
て実験参加協力の同意を得た．
　本実験は，正規の助産師教育が始まる前の段階に
おいて実施されたもので、４月以降の正規カリキュ
ラムにおいて全員等しく分娩介助技術教育を履修し
ていた．

３．結果
　実験群とコントロール群で分娩介助手順の技術評価
点を比較した結果，「器械設備の点検」では２群に有意
差を認めなかった（t=－1.197，P=0.247）．「必要物品を
揃える」では２群に有意差を認めなかった（t=－1.376，
P=0.186）．「清潔野作成」では２群に有意差を認めた（Z=
－2.429，P=0.015）（図１）．「外陰部消毒」では２群に
有意差を認めた（Z=－2.089，P=0.043）（図２）．総合
計点は２群に有意差を認めた（t=－2.192，P=0.042）（図
３）．

　分娩介助手順を実際に行った際の所要時間は２群
に有意差を認めなかった（t=－0.973，P=0.344）．
　ガウンテクニックおよび滅菌手袋の装着は２群で

「出来た」か「出来なかった」かの比率に差を認め
なかった（χ２(1)＝1.978，p=0.350；χ２(1)=5.556，
p=0.062）．

４．考察
　本研究は，助産技術教育においてイメージトレー
ニングが重要である分娩介助技術習得にＣＡＩおよ
びe-learningおけるコンテンツが有用であるかを検
討することを目的とした．
　e-learningによる自己学習を行った実験群と
e-learningによらない自己学習を行ったコントロー

図３　評価の総合点の比較

図２　外陰部消毒の評価点の比較

図１　清潔野作成評価点の比較
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ル群のそれぞれで学生個々のペースにあわせ，分娩
介助手順の自己学習を行ってもらった．分娩介助技
術チェックリストにそって分娩介助手順の習得度を
評価した結果，実験群において有意に評価点が高か
ったのは，「清潔野作成」，「外陰部消毒」，「総合計点」
であった．分娩介助時の外陰部消毒は，看護基礎教
育の中でこれまでに学生が学習しない項目であり，
イメージがつきにくいと思われる．周産期看護の授
業に活用できるマルチメディア教材の有用性につい
ての研究5)では，実際の分娩場面映像などを盛り込
んだことが効果的であったと報告していることから，
本研究において作成したCAI教材にて外陰部消毒の
実際の手順を映像で確認することにより実技場面を
イメージ化することが出来，行動レベルでの実践が
可能になったと考えた．「清潔野作成」では、産科
特有の物品の配列を行うものであるが、これまでの
学習では見慣れていなかったと想定される。産科特
有の物品がどのように使用されるのかを映像で確認
できたことで使用しやすいように配列することが可
能になり、外陰部消毒と同様に清潔野を作成すると
いう実技場面のイメージ化に繋がったのではないか
と考えた。「清潔野作成」，「外陰部消毒」といった
分娩介助手順の習得度が高いことが総合計点を引き
上げること貢献したと考えた。
　沐浴に関するCAI教材の開発の有用性の検討をし，
CAI教材により自分のペースで自己学習を進め，講
義で得た知識を深めることが可能になった6)との報
告がされているが，本研究で得られたデータは，助
産技術学に関する講義および演習開始前のものであ
り，講義や演習で知識を学ぶ前であっても，イメー
ジ化しやすい教材を用いて自己学習を行えば，一部
の分娩介助手順は習得可能であることを示唆した．
　本研究において，実験群とコントロール群で「器
械設備の点検」に有意差を認めなかった．本研究で
作成したCAI教材やe-learning教材の中では，器械
設備の点検については映像を見せるのみで詳しく触
れていなかった。器械設備の点検方法は，視覚的な
媒体を見るだけで点検方法が理解できるものではな
く，器械設備の点検の仕方を記載したものを注意深
く読むことで，取り扱い方法が理解できる項目であ
ると推察した．
　「必要物品を揃える」においても２群で有意差を
認めなかった．CAI教材やe-learning教材の中で，
必要物品は全体像を見せるだけで，一つ一つの物品

の映像をみせながら解説をしていなかったために具
体的な必要物品がイメージ出来にくかった可能性が
あると推察した．ガウンテクニックや滅菌手袋の装
着についても２群で有意差は認められなかった．看
護学生の鑷子・鉗子による清潔操作は臨地実習で行
う場合には緊張を強いられる操作であり，技術に自
信がないとの報告がある9)．清潔操作は，既存の技
術学習の中で習得している技術項目であり，臨地実
習でも実践している可能性が高い項目ではあるもの
の学生では自信を持てない技術項目であり，実験群
の学生の既存の技術学習における清潔操作の習得度
が影響した可能性がある．CAI教材やe-learning教
材の中で学生が自信を持てない可能性の高い清潔操
作の解説をより詳しくとりあげる必要があると考え
た．
　「新生児のバイタルサインの観察」に関するCAI
教材で，音声，写真，ビデオ，コンピュータグラフ
ィックスを取り入れ，多くの学生から「CAI教材に
よる学習に興味を持って取り組めた」，「他の教材に
よる学習よりも理解しやすい」などの評価が得られ
た7)との報告があるが，本研究では作成したCDおよ
びe-learning教材は音声を入れていない．対象者か
ら音声が入らないことへの意見を聞いていないが，
音声を入れることで臨場感を出すこともできること
から今後改善する必要がある．またe-learning教材
の容量の制限のために動画を取り込むことができな
かったため，やむを得ず分娩介助手順の動画をCD
に保存した．ネット上で分娩介助に関する知識を学
ぶe-learningと分娩介助手順の動画は同時に見るこ
とが出来ないことから，ネットにつながった環境化
においても，ネットが使用できない環境化において
も，パソコンのみあれば，分娩介助の知識と手順の
動画を同時に学ぶことができるようにシステムの改
善が必要である．
　本研究対象は地方の１公立大学に在籍し、助産師
国家試験受験科目を履修することになった学生９人
のみのデータであり，得られた結果による断定的な
結論は出せないものの，大学教育課程での助産師養
成では，専門的な学習にかけられる時間も内容も制
限されているため，CAI教材やe-learning教材を用
いることで学生に効率的な自己学習の機会を提供す
ることが可能であると考えた．
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５．結論
　助産技術教育におけるCAI教材およびe-learning
教材を使用した自己学習を行うことは，助産技術学
に関する講義および演習前の使用であっても，分娩
介助手順の一部である「清潔野作成」「外陰部消毒」
の手技習得に有用である可能性を示唆した．
　「器械設備の点検」についての技術習得には，視
覚的な媒体に詳しい解説を付すなどの工夫が必要で
あることが推察できた．
　「ガウンテクニック」や「滅菌手袋の装着」とい
った技術については，学生の既存の技術学習におけ
る清潔操作の習得度が影響することも考えられ，
CAI教材やe-learning教材の中で清潔操作の解説を
より詳しくとりあげる必要があると考えた．

６．文献
１）大久保暢子，大迫哲也，平林優子，他．わが国

におけるe-learning実施大学の現状　Web及び
文献検索からの分析．聖路加看護大学紀要．
2004，30，81-93．

２）大迫哲也，豊増佳子，中山和弘．看護教育にお
けるe-learning展開の背景と評価方法　－文献
調査的アプローチによる－．聖路加看護大学紀
要．2004，30，24-30．

３）真嶋由貴恵．e-learningにおける新たな看護教
育方法の展開を目指して．看護と情報．2005，

12，58-66．
４）島田智織，小松美穂子．母性看護学領域におけ

るe-learningコンテンツの開発　沐浴技術学習
支援．茨城県立病院医学雑誌．2005，23（1），
23-29．

５）望月好子，橘田節子，小川景子，他．周産期看
護に関するマルチメディア教材の作成と学習効
果について－授業での活用と今後の展望－．東
海大学医療技術短期大学総合看護研究施設論文
集．2005，14，87-95．

６）神崎江利子，松本かよ，櫻井文子，他．CAI教
材「沐浴できるかな?」の開発とその教育効果．
聖隷クリストファー大学看護短期大学部紀要．
2005，27，15-23．

７）早川有子，大谷美和子，曽我部美恵子，他．母
性看護学のCAI教材の開発と評価－新生児のバ
イタルサインの観察－．自治医科大学看護短期
大学紀要．2000，8，67-72．

８）岡田絵里，工藤麻美，佐渡美奈子，他．周産
期－分娩見学実習におけるホームページを活用
したe-learningの試み－．産婦人科治療．2005，
90（4），456-460．

９）北川さなえ．臨地実習における看護技術評価
からの鑷子・鉗子による清潔操作の実施状況．
東京厚生年金看護専門学校紀要．2004，6(1)，
12-15．





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


